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第３章 計画の基本的な考え方 
 

１ 計画の基本理念 

本市のまちづくりの基本となる「第５次守山市総合計画」では、将来の都市像を『「わ」

で輝かせよう ふるさと守山』としています。 

また、前計画「守山市食育推進計画」では、基本理念を「“わ”でつながる笑顔いっぱ

い守山の食育」としました。本計画においては、どういった食育を目指していくのかにつ

いて、より具体的に表現した基本理念を設定しました。 

 

  

～ 食べて学んで育もう みんなの食育の「わ」 ～ 

 

 

 

 

育みたい４つの食育の「わ」 

 

  

 

 

食育を推進する関係者が輪でつながり、食育を推進します。

食の楽しみ、栄養バランス、生活リズムの調和のとれた健康
な食生活を推進します。

家族団らんや食を通じての対話・コミュニケーションを大切
にし、食文化や食のあり方を伝えます。

環境に配慮する中、食の安全を確保し、地産地消を推進します。

第2次守山市食育推進計画
概 要 版

基本理念
～食べて学んで育もう　みんなの食育の「わ」～

食育を推進する関係者が輪でつながり、食育を推進します。

食の楽しみ、栄養バランス、生活リズムの調和のとれた健康
な食生活を推進します。

家族団らんや食を通じての対話・コミュニケーションを大切
にし、食文化や食のあり方を伝えます。

環境に配慮する中、食の安全を確保し、地産地消を推進します。
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目　標　値

項　目 現　状（H26） 目　標（H34）

●食育に関心のある人の増加 71.8％ 90.0％

●共食をする人の増加

・１世代世帯
　朝食 75.2％、夕食 85.7％
・２世代世帯
　朝食 55.7％、夕食 80.1％
・３世代世帯
　朝食 75.5％、夕食 88.5％

増加

●朝食を毎日食べる人の増加

・小学５年生　  97.7％
・中学２年生　  95.0％
・20 歳代男性　69.6％
・30 歳代男性　68.1％
・20 歳代女性　80.9％

・小学５年生　  99.0％
・中学２年生　  97.0％
・20 歳代男性　85.0％
・30 歳代男性　90.0％
・20 歳代女性　90.0％

●１日に３回の食事をする人の増加 79.1％ 83.0％

● 栄養バランスのとれた食事に気を付けてい
る人の増加

男性　26.3％
女性　48.1％

男性　29.0％
女性　53.0％

● うす味や減塩について心がけている人の増
加 30.4％ 45.0％

● 野菜をたくさん食べるよう心がけている人
の増加 54.7％ 65.0％

● 内臓脂肪症候群の予防・改善のために適切
な食事を実践している人の増加 29.4％ 35.0％

● よく噛んで味わって食べるように気を付け
ている人の増加 22.9％ 30.0％

● 郷土料理や伝統料理などを伝えている人の
増加 9.7％ 20.0％

●農林漁業体験をしたことがある人の増加 41.1％ 45.0％

● 食品の安全性に関する基本的な知識を持っ
ている人の増加 57.0％ 80.0％

●環境こだわり農産物の栽培面積の増加
　（農作物総合計） 258.7ha 280ha

● 食べ残しや食品の廃棄の削減について実践
している人の増加 41.9％ 60.0％

● 学校給食に地場産物を使用する割合の増加
（県市内産）（食材全体）（食材数ベース） 17.7％ 28.0％

お問い合わせ先：守山市健康福祉部すこやか生活課
〒 524-0013　守山市下之郷三丁目 2番 5号

TEL：077-581-0201　FAX：077-581-1628　http://www.city.moriyama.lg.jp/
食で

40 41



42 

 

２ 計画の基本目標 

  本計画の基本理念「食べて学んで育もう みんなの食育の『わ』」の実現のため、基

本目標を次の４つとします。 

 

 １ 食べることの大切さを学ぶ 

 食べることは生命を維持するために必要不可欠です。食育に関心がある人は、食育

の実践度も高いことがアンケート調査の結果から確認されており、食物の収穫から調

理・食事・後片付けまでなど食にかかる体験を通じて食への関心を持つことで、日ご

ろの取組へつながります。 

 また、食べることは生涯を通じた楽しみであり、人と人をつなぐ団らんの機会をも

たらし、心を豊かにします。家庭での共食は、家族のコミュニケーションはもちろん

のこと、食の基本の習得、しつけの場、食情報・食文化の伝達において大変重要です。  

 食べることの大切さを学ぶために、 

 （１）食に関する基本的な知識を身に付け、体験を通じて食のあり方を学ぶ 

   （２）一家団らんなど、コミュニケ―ションのある食をもつ 

   （３）感謝の心を身に付け、正しいマナーを守る 

   ということを目指し、食育の推進を図ります。 

 

 2  健康的な食生活を実践する 

 栄養バランスの整った食事を中心とした望ましい食生活は健康の基本です。特に、

糖尿病をはじめとした生活習慣病に対する食事の影響は重大であり、これらの予防は

本人だけでなく家族や周囲の人の QOL の維持・向上、医療費削減のためにも重要で

す。 

 また、１日３回の食事を規則正しくとり、生活リズムを整えることは、食事の時間

や配分、間食や嗜好品の摂取などに影響し、エネルギーや栄養素の代謝を円滑にし、

生活習慣病を予防します。 

 食事は、健康づくりに欠かせない要素です。日ごろから、食事を通じた健康づくり

を意識し、望ましい食習慣を実践することが大切です。 

 健康的な食生活を実践するために、 

（１）早寝・早起き・朝ごはんを実践し、規則正しい生活リズムを確立する 

（２）自分に合った量と栄養バランスのとれた食事を選択する 

（３）食を通じた健康づくり、望ましい食習慣を実践する 

ということを目指し、食育の推進を図ります。 

 

  

42



43 

 

 ３ 家庭や地域で食文化を語り継ぐ 

   日本の伝統的な食文化は、明確な四季や多様で豊かな自然に寄り添うように育まれ

てきました。近年では、「自然を尊ぶ」という日本人の気質に基づいた「食」に関す

る「習わし」を含めて、「和食（日本人の伝統的な食文化）」として世界に発信され

ています。和食のみならず郷土料理や伝統料理、家庭料理などの食文化の継承は、そ

の土地・環境で長く暮らした先人が、その食文化にまつわるエピソードとともに、日々

の生活の中で繰り返し何度も伝えることで、後の世代に徐々に定着していくものです。 

   しかし、食物の生産体験や家族での共食の機会の減少、核家族世帯・こ食※の増加

した現代においては、伝承の機会が減少しています。これらの傾向は今後も増加が見

込まれますが、農業体験や共食の増加、こ食の減少は食文化の継承以外においても大

きな意味を持つ重要な要素ですので、積極的に取り組んでいく必要があります。 

   家庭や地域で食文化を語り継ぐために、 

   （１）和食の良さを見直し、和食の推進を図る 

   （２）郷土料理、伝統料理を継承する 

   （３）農業資源などを活用し、農業体験を推進する 

   ということを目指し、食育の推進を図ります。 

 

４ 安全・安心な食を選択する 

   地場産物の利用は、新鮮・安全でビタミンなどの栄養価の高い食材の摂取につなが

るとともに、運搬にかかるコスト削減や二酸化炭素の排出抑制といった環境負担の軽

減、生産者の顔や生産環境が見える安全・安心の食の選択につながります。 

   また、食品の表示や食品生産などについての正しい知識の習得と正しい食行動を実

践する能力は、食の問題が多く発生する現代において、安全・安心な生活を送るため

には必要不可欠です。 

   加えて、家庭や事業者からの食品の食べ残しおよび廃棄の削減や、環境に配慮した

食品の選択は持続可能な社会の実現において重要です。 

   生産者・販売者といった関係機関と連携した取組を積極的に進めながら、広く市民

へ推進していく必要があります。 

   安全・安心な食を選択するために、 

   （１）地産地消を推進する 

   （２）安全な食を選択する 

   （３）環境に配慮した食生活を実践する 

   ということを目指し、食育の推進を図ります。 
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３ 計画の体系 

 

 

 

   

 

①食べることの大切さ

を学ぶ 

  

（１）食に関する基本的な知識を身に付け、 

体験を通じて食のあり方を学ぶ 

（２）一家団らんなど、コミュニケ―ショ

ンのある食をもつ 

（３）感謝の心を身に付け、正しいマナー

を守る 

 

②健康的な食生活を 

 実践する 

（１）早寝・早起き・朝ごはんを実践し、

規則正しい生活リズムを確立する 

（２）自分に合った量と栄養バランスのと

れた食事を選択する 

（３）食を通じた健康づくり、望ましい食

習慣を実践する 

 

 

③家庭や地域で食文化

を語り継ぐ 

（１）和食の良さを見直し、和食の推進を

図る 

（２）郷土料理、伝統料理を継承する 

（３）農業資源などを活用し、農業体験を

推進する 

 

 

④安全・安心な食を 

 選択する 

  

（１）地産地消を推進する 

（２）安全な食を選択する 

（３）環境に配慮した食生活を実践する 

 

  

基本理念 基本目標 施策の展開 
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４ 重点的な取組 

 

 

 

  

重点テーマ① 重点テーマ② 重点テーマ③ 

和食の推進 

 
 核家族化が進む現代に

おいて、食文化の継承は家

庭だけではなく、地域や行

政、関係団体なども積極的

に行なっていく必要があ

ります。 

 また、主食・主菜・副菜

をそろえ、適度に乳製品な

どを加える和食のスタイ

ルは栄養バランスが良く、

健康な生活を送る上でと

ても大切です。 

生活習慣病の 

発症予防対策 

 
 生活習慣病は食事との関

係がとても深い疾病です。

生活習慣病の発症および重

症化は、個人の QOL の低

下、医療費の増大などを引

き起こし、社会現象となっ

ています。 

 日々の食事を通して、自

らの健康を自ら守り育てる

能力を養い、健康寿命※の

延伸を図ることが必要で

す。 

生涯を通じた食育の推進 

食を営む力（知識・技術）を高める 

男性・若年層＊ 

へのアプローチ 

 
 男性や若年層は食育に

興味がなく、食や栄養に関

するさまざまな事柄の認

知度・実践度が低い傾向が

あります。 

 自らの食事管理や、次世

代への食育教育に大きな

課題を抱えるこれらの人

たちへ積極的にアプロー

チする必要があります。 

重点テーマを推進するための事業例 

（１）食育教室の開催   （２）料理教室の開催 

（３）レシピの提供    （４）巡回型栄養相談 

（５）日本型食生活※の推進 

＊少年期～青年期 
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延伸を図ることが必要で
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チする必要があります。
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（１）食育教室の開催 （２）料理教室の開催
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４ 重点的な取組 

 

 

 

  

重点テーマ① 重点テーマ② 重点テーマ③ 

生涯を通じた食育の推進 

食を営む力（知識・技術）を高める 

若者 和食

若者 和食
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重点テーマを推進するための事業について 

 ３つの重点テーマを推進するため、主に以下の事業を実施していきます。 

 

（１）食育教室の開催 

  正しい食生活を実践するためには、さまざまな食に関する体験や知識が必要です。男

性や若者、生活習慣病のリスクを抱えた人などを対象とした食育教室を開催します。 

 

（２）料理教室の開催 

  自らの食事を自ら管理する能力を身に付けることは、日々をよりよく生きていくため

に必要不可欠です。調理技術の未熟な男性や若者、和食の調理に自信のない人、生活習

慣病のリスクを抱えた人などを対象とした料理教室を開催します。 

 

（３）レシピの提供 

  「調理の簡単なレシピ」や「減塩レシピ」、「野菜たっぷりレシピ」など、各重点テ

ーマの推進に役立つレシピを提供します。 

 

（４）巡回型栄養相談 

  健康づくりに資する専門職が地域に出向き、市民が身近な場所で栄養や食事について

の相談ができる機会を作ります。 

 

（５）日本型食生活の推進 

  日本型食生活の推進は、食文化の継承だけではなく、健康的な食事としても大変有用

であるため、重点テーマを推進するための事業（１）～（４）において、積極的に取り

入れていきます。 
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